
　
「
年
越
し
派
遣
村
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
構

造
改
革
の
下
で
深
刻
と
な
っ
た
格
差
と
貧
困

は
、
も
う
こ
れ
以
上
が
ま
ん
で
き
な
い
と
国

民
の
怒
り
に
火
を
つ
け
、
自
公
政
権
か
ら
民

主
党
政
権
へ
政
権
交
代
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
何
か
が
動
く
」
と
、
国
民
は
期
待
を
込

め
て
見
守
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。「
事
業
仕
分
け
」
と
耳
慣
れ
な
い
言

葉
の
中
で
、「
聖
域
に
切
り
込
め
る
か
」
と
注

目
さ
れ
た
軍
事
費
は
削
減
を
求
め
ず
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
な
ど
学
者
研
究
者
の
反
対
に

も
か
か
わ
ら
ず
科
学
技
術
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
コ
ス
ト
削
減
を
決
め

た
り
、
国
民
生
活
に
か
か
わ
る
大
事
な
予
算

が
削
減
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
基
地
問
題
、
非
正
規
労
働
者
の
権
利

の
確
立
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
な

ど
切
実
な
国
民
の
声
に
応
え
る
政
治
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
も
、
五
月
に
国
民
投
票
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
新
政
権
を
「
憲
法
を
守

る
」
立
場
に
し
っ
か
り
立
た
せ
る
た
め
に
も
、

今
年
は
よ
り
一
層
大
切
な
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
政
治
の「
観
客
」で
は
な
く
、「
主

人
公
」
と
し
て
、憲
法
の
力
を
確
信
し
、平
和
、

く
ら
し
、
人
権
を
守
る
力
を
前
進
さ
せ
た
い

と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年　

元
旦

た
か
さ
き
法
律
事
務
所
一
同

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆―新年は1月6日（水）より業務を開始いたします。

洋館の燈　夢明かりの街（函館市）
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今
年
は
、
日
米
安
保
条
約
（
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の

相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
）
の
批
准

か
ら
五
〇
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

　

日
米
安
保
条
約
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
、

同
一
の
条
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ
の

五
〇
年
間
で
、よ
り
強
固
な
「
日
米
（
軍
事
）

同
盟
」
へ
と
、
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。

日
米
安
保
に
つ
い
て
、
米
軍
に
は

日
本
を
防
衛
す
る
義
務
が
あ
る
が
、

自
衛
隊
に
は
、
米
国
を
防
衛
す
る
義
務
は

な
く
、
こ
の
点
を
捉
え
て
、「
片
面
的
」
だ

と
い
う
誤
解
が
あ
る
。

　

し
か
し
、日
本
は
、米
軍
に
対
し
、「
極
東
」

の
安
全
の
た
め
に
基
地
提
供
の
義
務
を

負
っ
て
お
り
、
実
際
に
、
米
国
と
の
同
盟

国
の
中
で
、
米
国
内
以
外
で
空
母
の
母
港

が
あ
る
国
も
、
ま
た
、
海
兵
隊
が
駐
留
し

て
い
る
国
も
、
首
都
圏
に
こ
れ
だ
け
広
大

な
基
地
が
あ
る
の
も
、
日
本
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、「
思
い
や
り
予

算
」を
含
め
、や
は
り
、

日
本
だ
け
が
、
ず
ば

抜
け
て
多
額
の
米
軍
の
駐
留
経
費
を
負
担

し
て
い
る
。

　

し
か
も
、「
極
東
」
の
範
囲
を
超
え
て
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、
ア
フ
ガ
ン
戦

争
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

日
本
国
内
の
巨
大
基
地
（
三
沢
、
横
須
賀
、

嘉
手
納
基
地
等
）
が
そ
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
日
本
は
、
基
地
提
供
に
よ
っ

て
、
米
軍
の
世
界
戦
略
に
多
大
な
貢
献
（
戦

争
へ
の
加
担
）
を
し
て
き
た
。

日
米
安
保
条
約
に
は
、
二
つ
の
密

約
が
あ
っ
た
。

　

第
一
は
、
核
持
ち
込
み
の
密
約
で
あ
り
、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
の
国
是
で

あ
る
「
非
核
三
原
則
」
の
う
ち
、
実
は
、

当
初
か
ら
、「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
が
履
行
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

第
二
は
、
地
位
協
定
に
係
わ
る
日
本
の

米
兵
の
犯
罪
に
対
す
る
裁
判
権
放
棄
の
密

約
で
あ
る
。
現
在
も
米
軍
が
駐
留
す
る
イ

ラ
ク
に
お
け
る
地
位
協
定
で
は
、
イ
ラ
ク

に
裁
判
権
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
対
比
で
見
て
も
、
日
本
は
、
明

ら
か
に
「
独
立
」
国
で
は
な
い
。

日
米
安
保
条
約
の
大
き
な
変
容
に

つ
い
て
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民

の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
国
会
の
承
認
手
続

を
経
て
い
な
い
。

　

第
一
は
、
一
九
九
六
年
の
橋
本
・
ク
リ

ン
ト
ン
に
よ
る
日
米
安
保
「
再
定
義
」
で

あ
り
、
日
本
（
自
衛
隊
）
は
、「
周
辺
事
態
」

に
お
い
て
、
米
軍
の
「
後
方
支
援
」
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
（
九
七
年
の
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
九
九
年
の
周
辺
事
態
法
等
）。

　

第
二
は
、
〇
三
年
の
小
泉
・
ブ
ッ
シ
ュ

に
よ
る
「
世
界
の
中
の
日
米
同
盟
」
な
ど

に
端
を
発
し
た
〇
五
年
以
降
の
、
い
わ
ゆ

る
「
二
＋
二
」（
外
相
・
防
衛
大
臣
と
国
務

長
官
・
国
防
長
官
）
に
よ
る
日
米
安
全
保

障
協
議
委
員
会
に
よ
る
四
つ
の
合
意
で
あ

る
。
特
に
、〇
五
年
一
〇
月
の「
日
米
同
盟
：

日
米
安
保
五
〇
年

―

〜
日
米
同
盟
の
今
と
平
和
憲
法
〜

弁
護
士　

竹
中　

雅
史

12
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沖縄県喜屋武岬 平和の塔

在日米軍HPより
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未
来
の
た
め
の
変
革

と
再
編
」
に
よ
っ
て
、

米
軍
再
編
に
対
応
し

た
日
米
（
軍
事
）
同
盟
に
お
け
る
米
軍
と

自
衛
隊
の
一
体
化
が
明
確
か
つ
強
固
に
図

ら
れ
、〇
六
年
一
二
月
に
は
、自
衛
隊
は
「
専

守
防
衛
」
を
放
棄
し
、「
海
外
派
兵
」
も
を

本
来
業
務
と
す
る
「
軍
隊
」
に
変
容
し
た
。

　

こ
の
文
脈
の
中
で
、
テ
ロ
特
措
法
、
イ

ラ
ク
特
措
法
、
有
事
関
連
諸
法
、
及
び
海

賊
対
処
法
、
さ
ら
に
は
、
米
軍
再
編
支
援

円
滑
化
法
、
自
衛
隊
海
外
派
兵
・
武
力
行

使
恒
久
法
案
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

米
国
の
武
力
に
よ
る
紛
争
解
決
と

い
う
世
界
戦
略
自
体
が
、
説
得
力

を
失
っ
て
い
る
。
米
国
自
身
で
さ
え
、
紛

争
を
武
力
だ
け
に
よ
っ
て
解
決
す
る
手
法

自
体
の
見
直
し
を
模
索
し
つ
つ
あ
り
、
他

方
で
、
世
界
各
国
の
日
本
へ
の
信
頼
や
好

感
の
根
拠
は
、
日
本
が
、
武
力
以
外
の
民

生
支
援
な
ど
の
分
野
で
国
際
貢
献
を
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
決
し
て
、
米
国
と
一

体
と
な
っ
て
武
力
行
使
を
し
て
い
る
こ
と

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

　

私
た
ち
は
、「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
を
信
頼
し
て
、
我
ら
の
安
全

と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」（
前

文
）
の
で
あ
っ
て
、
米
国
と
一
体
と
な
っ

て
軍
事
力
行
使
を
す
る
こ
と
は
、
日
本
国

憲
法
の
精
神
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
世
界

各
国
か
ら
の
評
価
や
好
感
を
自
ら
貶
め
る

愚
行
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

米
国
と
の
関
係
も
、
長
期
的
に
は
、
日

米
安
保
と
い
う
軍
事
同
盟
か
ら
、
日
米
平

和
友
好
条
約
へ
と
変
え
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
現
在
の
異
常
な

ま
で
の
米
国
・
米
軍
へ
の
「
従
属
」
か
ら
、

速
や
か
に
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

二
一
世
紀
の
輝
く
日
本
国
憲
法
の
示
す
指

針
で
あ
り
、日
本
の
「
安
全
と
生
存
を
保
持
」

す
る
道
筋
な
の
で
あ
る
。

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
社

民
党
を
含
む
鳩
山
政
権
の
下
で
、

日
米
安
保
（
日
米
同
盟
）
の
あ
り
様
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
変
化
が
生
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
自
身
も
、
単
独
主
義

か
ら
国
際
協
調
へ
「
変
化
（
チ
ェ
ン
ジ
）」

し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
我
が
国
は
、
日

米
軍
事
同
盟
（

≒

対
米
従
属
）
で
は
な
い
、

平
和
憲
法
の
精
神
で
あ
る
「
平
和
を
愛
す

る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
を
信
頼
」
を
基

礎
に
し
た
国
際
協
調
主
義
の
平
和
外
交
へ

と
、「
変
化
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　昨年11月から3年にわたり、毎年秋か
ら年末にかけて、NHKでドラマ「坂の上
の雲」が放映されます。植民地争奪戦争
であった日露戦争を祖国防衛戦争として
描くなど「明治の栄光物語」です。
　この作品、実は、原作者の故司馬遼太
郎が、「軍国主義を鼓吹しているように
誤解されるおそれがある」として、一貫
して映像化を拒み続けてきたことをご存
知でしょうか。
　それなのに、NHKは、「現代の日本人
に勇気と示唆を与える」物語であるとし
て、映像化に踏み切りました。
　おりしも今年の５月からは憲法「改正」
手続法が施行されます。
　「坂の上の雲」が現代の日本人に与え
ようとしているのは、憲法９条を廃止し
て明治の栄光を取り戻そうという「勇気
と示唆」にほかならないのではないか。
　勇壮なドラマに隠されたメッセージ
を、十分警戒する必要がありそうです。

「希望は、戦争」？
～なぜ今「坂の上の雲」なのか～

弁護士　島田　度
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た
か
さ
き
法
律
事
務
所
九
条
の
会

「
バ
ス
ツ
ア
ー
た
よ
り
」

弁
護
士　

高
崎　

裕
子

●
「
九
条
の
会
」
の
昨
年
最
後
の
企
画
は
、
外

に
出
て
学
ぼ
う
と
、
札
幌
近
郊
の
自
衛
隊
基
地

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。
雪
が
心
配
で
し

た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
た
一
一
月
下
旬
、
総
勢
三
四

名
で
に
ぎ
や
か
に
出
発
。
ガ
イ
ド
は
事
務
所
が

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、
当
企
画
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
旅
行
会
社
旅
シ
ス
テ
ム
の
社
長
で
、

北
海
道
平
和
委
員
会
の
代
表
理
事
で
も
あ
る
内

山
博
氏
。
安
保
・
自
衛
隊
等
の
問
題
で
は
第
一

人
者
だ
け
に
、
豊
富
な
資
料
に
基
づ
き
、
目
の

前
に
展
開
す
る
基
地
の
実
態
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の

声
、
怒
り
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

●
最
初
に
、
一
昨
年
ま
で
、
札
幌
雪
祭
り
の
会

場
に
も
な
っ
た
真
駒
内
駐
屯
地
へ
。
雪
祭
り
会

場
を
中
止
し
た
理
由
は
、
師
団
か
ら
旅
団
へ
「
規

模
縮
小
」
し
た
た
め
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
、
米
軍
再
編
に
伴
な
い
、
米
軍
と
一
体
と

な
っ
て
世
界
中
の
ど
こ
に
で
も
行
け
る
軽
機
動

の
本
来
の
部
隊
と
し
て
機
能
が
強
化
さ
れ
た
た

め
雪
祭
り
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
も

の
で
す
。
西
岡
演
習
場
で
は
、
季
節
が
ら
木
の

葉
も
落
ち
射
撃
場
が
丸
見
え
。
こ
こ
で
は
人
間

の
形
を
し
た
標
的
を
撃
っ
た
り
、
サ
バ
イ
バ
ル

訓
練
を
す
る
場
所
で
、
地
形
、
面
積
か
ら
す
さ

ま
じ
い
訓
練
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

●
恵
庭
・
千
歳
を
含
む
札
幌
近
郊
の
北
海
道
大

演
習
場
は
、
面
積
で
は
道
東
の
矢
臼
別
大

演
習
場
に
次
ぐ
道
内
二
番
目
の
規
模
で
、

演
習
場
間
を
移
動
す
る
戦
車
は
、
ゴ
ム
の

キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
は
き
替
え
る
こ
と
な
く
移

動
す
る
た
め
、
道
路
が
そ
の
部
分
だ
け
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
バ
ス
が
そ
こ
を
通
る

と
「
カ
タ
カ
タ
」
と
小
刻
み
に
振
動
す
る

こ
と
で
体
感
で
き
ま
し
た
。
又
一
台
八
億

円
の
九
〇
式
戦
車
も
道
路
の
大
半
が
五
〇

ト
ン
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
ず
分
解
し
て
運

ぶ
な
ど
実
戦
と
し
て
使
用
不
能
の
無
駄
遣

い
や
憲
法
九
条
を
持
ち
な
が
ら
通
常
兵
器

で
は
世
界
第
二
位
の
膨
大
な
軍
事
費
が
投

入
さ
れ
て
い
る
実
態
が
よ
く
判
り
ま
し
た
。

●
長
沼
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
お
い
し
い
昼
食
に
一
同
大
満
足
。

長
沼
訴
訟
の
事
件
の
地
元
に
立
ち
、
札
幌
地
裁

の
昭
和
四
八
年
九
月
七
日
の
判
決
、「
日
本
で
最

初
に
自
衛
隊
が
憲
法
九
条
に
違
反
す
る
こ
と
、

保
安
林
の
指
定
解
除
処
分
と
ナ
イ
キ
基
地
の
設

置
は
、
平
和
的
生
存
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
」
を
認
め
た
画
期
的
判
決
を
、
感
慨

深
く
受
け
と
め
ま
し
た
。
裁
判
長
で
あ
っ
た
福

島
重
雄
氏
の
「
司
法
は
常
に
政
治
の
荒
波
に
さ

ら
さ
れ
も
ま
れ
る
。
政
治
の
波
に
埋
も
れ
て
、

後
世
に
な
っ
て
あ
れ
は
政
治
が
悪
か
っ
た
と

い
っ
て
も
過
ぎ
去
っ
た
歴
史
は
戻
ら
な
い
。
政

治
権
力
に
組
み
す
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
楯
突

く
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
。
し
か
し
、
司
法
は

国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
り
、
国
民
か
ら

愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
言

葉
は
、
今
こ
そ
、
そ
の
重
み
と
共
に
私
達
の
羅

針
盤
と
し
て
一
層
輝
き
を
増
す
で
し
ょ
う
。

＊
長
沼
訴
訟
と
は

　

長
沼
町
に
航
空
自
衛
隊
の「
ミ
サ
イ
ル
基
地
」

建
設
の
た
め
、
六
九
年
、
国
有
保
安
林
の
指
定

を
解
除
。「
自
衛
隊
は
違
憲
、
保
安
林
解
除
は

違
法
」と
処
分
取
り
消
し
を
求
め
た
行
政
訴
訟
。
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尾
田　

貴
子

　

当
日
は
、
朝
か
ら
良
く
晴
れ
、
一
日
中
陽
の
光

に
恵
ま
れ
た
日
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
変
充
実
し

た
日
と
な
り
ま
し
た
。
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
に
行

く
時
に
『
な
ぜ
こ
こ
だ
け
ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
い
う
の

か
な
？　

カ
ー
ブ
だ
か
ら
？
』
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
が
、
何
と
戦
車
を
通
す
た
め
の
道
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
戦
車
が
日
常
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
コ
ム
カ
ラ
峠
か

ら
の
展
望
は
、
よ
く
ぞ
連
れ
て
来
て
下
さ
っ
た
と

い
う
思
い
で
す
。
石
狩
平
野
は
、
肥
沃
な
田
園
地

帯
だ
け
で
は
な
く
、
基
地
の
集
中
地
帯
で
あ
る
こ

と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
、
沖
縄
の
象
の

オ
リ
の
間
近
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん

な
札
幌
の
近
く
に
も
あ
っ
た
の
か
！！
と
驚
き
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。「
佛
桑
華
そ
こ
は
咲
く
な
そ

こ
は
基
地
汝
が
紅
は
沖
縄
の
色
」
〜
元
衆
院
議
員

故
山
原
健
二
郎
氏
「
南
の
熱
き
炎
」
〜
よ
り

　

私
が
担
当
し
た
の
は
ひ
き
逃
げ
だ
と
疑
わ
れ

た
事
案
で
し
た
。
依
頼
者
は
、
自
分
の
車
と
接

触
し
て
倒
れ
た
被
害
者
の
こ
と
に
気
づ
か
ず
に

そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
た
め
、
ひ
き
逃
げ
だ
と
い

う
こ
と
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

捜
査
機
関
と
被
害
者
に
、「
わ
ざ
と
逃
げ
た
わ

け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
な
か
な
か
信
じ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
故
意
は
な
い
こ
と
を

裏
付
け
る
資
料
を
種
々
集
め
て
説
得
作
業
に
努

め
た
結
果
、
最
終
的
に
は
依
頼
者
の
言
い
分
が

受
け
入
れ
ら
れ
、
起
訴
猶
予
処
分
で
事
件
が
終

結
し
ま
し
た
。

　

刑
事
弁
護
人
と
し
て
の
職
務
は
何
か
と
困
難

が
多
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
評
価
さ
れ
、
賞
を

い
た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
励
み
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
偉
大
な
先
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
い
る

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
暖

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

「「
季
刊
刑
事
弁
護

季
刊
刑
事
弁
護
」」新
人
賞

新
人
賞

をを
受
賞
受
賞
し
て
し
て     

弁
護
士　

白　
　

諾
貝

弁
護
士　

山
内　

崇
史

　

真
駒
内
か
ら
千
歳
ま
で
続
く
大
演
習
場
、
そ
の

演
習
場
に
あ
る
戦
車
、
千
歳
空
港
に
あ
る
戦
闘

機
…
…
ど
れ
も
今
回
そ
の
存
在
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
知
ら
な
け
れ
ば
何
も
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
路
面
の

変
化
も
、演
習
場
間
の
戦
車
移
動
の
た
め
と
知
り
、

改
め
て
、
我
々
の
身
近
に
基
地
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
同
時
に
そ
の
危
険
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
車
、
雪
上
車
、
戦
闘
機
の
値
段
も
知

り
、
軍
事
費
が
い
か
に
無
駄
に
使
わ
れ
て
い
る
か

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
、
憲
法
九
条
の
存
在
を
守
り
、

そ
の
精
神
を
現
実
に
広
げ
て
い
く
活
動
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

講演の夕べ
たかさき法律事務所九条の会
第13回例会のお知らせ

日時 2月2日（火）　6：00 P.M.
場所 札幌市教育文化会館　403研修室
 （札幌市中央区北1条西13丁目）
講師 北海学園大学人文学部
 教授　大塚　秀之　氏

演題   オバマのアメリカ
   ―オバマの登場によってアメリカでは何が変わっ

たのか？オバマ政権の一年を振り返って―（仮題）

防衛省技術研究本部　札幌試験場にて

バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て

＊オープニングは会員によるギター演奏です。
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一
、
速
報
！　

原
爆
症
基
金
法
成
立

　

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
に
関
す
る
基
金
法

が
、
昨
年
一
二
月
一
日
、
成
立
し
た
。

　

新
た
に
設
け
る
基
金
に
国
が
補
助
金
を
出

し
原
告
の
金
銭
補
償
に
充
て
る
と
い
う
内
容

で
、
敗
訴
原
告
に
も
救
済
の
道
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
基
金
の
設
立
は
、
昨
年
八

月
六
日
、
当
時
の
首
相
と
交
わ
さ
れ
た
、
集

団
訴
訟
の
全
面
解
決
に
向
け
た
確
認
書
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
集
団
訴
訟
一
九
連
勝
の

成
果
で
あ
る
。（
現
在
二
一
連
勝
中
）。

二
、 

高
裁
係
属
中
の
原
爆
訴
訟
、
双
方

取
り
下
げ
で
終
結

　

北
海
道
原
爆
訴
訟
（
原
告
九
名
）
の
う
ち
、

第
一
審
勝
訴
者
を
含
め
、
札
幌
高
裁
に
控
訴

し
て
い
た
七
名
は
、
前
記
確
認
書
に
基
づ
い

て
控
訴
を
取
下
げ
、
原
爆
症
認
定
が
確
定
し

た
。
一
九
九
九
年
に
提
訴
し
た
北
海
道
原
爆

訴
訟
（
そ
の
後
集
団
訴
訟
と
な
っ
た
）
は
、

文
字
通
り
、
一
〇
年
間
の
、
被
爆
者
の
命
が

け
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

三
、 

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
で
何
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
か
。

　

ひ
と
つ
は
、
原
爆
放
射
線
の
被
害
の
恐
ろ

し
さ
と
持
続
性
（
時
間
的
継
続
）、
放
射
性

降
下
物（
残
留
放
射
線
被
爆
）、低
線
量
被
爆
、

内
部
被
爆
の
危
険
性
、
原
爆
の
悲
惨
さ
で
あ

る
。
ま
た
、
現
行
認
定
基
準
の
ま
や
か
し
と

い
い
か
げ
ん
さ
、特
に
、「
D
S
8
6
」
や
「
原

因
確
率
」
論
の
非
科
学
性
が
暴
露
さ
れ
た
。

さ
い
ご
に
、
核
廃
絶
の
必
要
性
で
あ
る
。
明

ら
か
に
さ
れ
た
被
爆
の
実
相
が
核
廃
絶
を
求

め
る
運
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

四
、
何
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

　

国
の
被
爆
認
定
行
政
に
厳
し
い
司
法
判
断

が
示
さ
れ
、
認
定
基
準
を
不
十
分
な
が
ら
二

度
改
定
さ
せ
た
。
認
定
行
政
を
根
本
か
ら
転

換
さ
せ
る
契
機
と
な
る
貴
重
な
成
果
で
あ

る
。
白
内
障
、
心
筋
梗
塞
、
肝
機
能
障
害
、

甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど
、
一
部
限
定
付
き

で
は
あ
る
が
、
原
爆
症
認
定
の
範
囲
を
拡
大

さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
放
射
線
起
因
性
の
立
証

責
任
を
実
質
的
に
転
換
さ
せ
た
。さ
い
ご
に
、

被
爆
者
援
護
問
題
を
国
政
上
の
重
要
課
題
と

認
識
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

五
、
残
さ
れ
た
課
題

　

被
爆
の
距
離
・
入
市
時
期
・
積
極
認
定
の

病
名
の
限
定
、
総
合
認
定
の
基
準
の
不
明
確

さ
な
ど
、
原
爆
認
定
基
準
の
根
本
的
な
改
革

が
急
が
れ
る
。
ま
た
、
八
〇
〇
〇
名
に
お
よ

ぶ
認
定
申
請
者
が
放
置
さ
れ
て
い
る
問
題

は
、
審
査
体
制
の
拡
充
を
含
め
早
急
に
解
決

す
べ
き
で
あ
る
。
前
記
確
認
書
に
基
づ
く
厚

生
労
働
大
臣
と
の
定
期
協
議
の
早
期
実
現
、

そ
し
て
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
正
の
た
め
の

「
立
法
」
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

六
、
核
廃
絶
を
目
指
す
運
動
の
強
化

　

昨
年
四
月
五
日
の
プ
ラ
ハ
で
の
オ
バ
マ
演

説
は
、世
界
の
多
く
の
人
々
を
勇
気
づ
け
た
。

九
月
二
四
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
首

脳
会
合
が
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
目

指
す
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　
「
原
告
た
ち
は
、
こ
の
訴
訟
が
終
わ
っ
て

も
、
核
兵
器
を
造
ら
な
い
で
下
さ
い
、
使
わ

な
い
で
下
さ
い
、
核
兵
器
を
使
う
と
脅
さ
な

い
で
下
さ
い
、
核
兵
器
を
無
く
そ
う
、
オ
バ

マ
演
説
や
国
連
決
議
、
そ
の
決
議
に
賛
成
し

た
日
本
政
府
の
態
度
を
後
退
さ
せ
な
い
で
下

原爆症基金法
成立

原爆症認定集団訴訟の
到達点と課題

弁護士　高崎　　暢
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さ
い
と
訴
え
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
も
、
一
緒
に
、
そ
の
道
を
追
い
求
め
て
行

き
た
い
。」
と
、
私
は
、
法
廷
で
の
意
見
陳

述
を
終
え
た
。

　

い
ま
、
核
廃
絶
へ
具
体
的
な
第
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

七
、
未
解
決
の
北
海
道
原
爆
訴
訟

　

二
名
の
原
告
の
原
爆
訴
訟
が
、
札
幌
地
裁

に
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
裁
判
も
、次
回（
二

月
三
日
午
後
一
時
）、
医
師
と
原
告
本
人
の

尋
問
を
行
い
、
事
実
上
結
審
す
る
予
定
で
あ

る
。
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

原水禁世界大会に
参加して―

事務局　田中　恭輔
　8月、長崎世界大会に参加した。各
国から、様々な人が集まり、核廃絶
を願って、それぞれの国で、それぞ
れの活動が行なわれていることを
知った。「行動なくして社会は変わら
ず」と考えた。そして歩み始めたい。
今年もやってきた「原爆投下の瞬間」。
日差しは強かった。11時2分、その瞬
間が始まった。被爆者の、苦痛、悩
みも始まった。平和公園で千羽鶴を

捧げた。仕事
の合間に折っ
てくれた善意
の結晶。それ
が、再び被爆
者を作らない
力になること
を実感した。

「
被
爆
者
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
核
廃
絶
を
」

弁
護
士　

齋
藤　
　

耕

　

昨
年
四
月
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
、「
核
兵

器
を
使
用
し
た
唯
一
の
核
保
有
国
と
し
て
、

行
動
す
べ
き
道
義
的
責
任
」
を
認
め
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
追
求
す
る
と
宣
言
を

し
、
九
月
に
は
、
国
連
安
保
理
首
脳
会
合
に

お
い
て
、
鳩
山
首
相
が
、
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
な
ど
、
核
兵
器
廃

絶
の
動
き
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
に
N
P
T
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検

討
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
核
兵
器
の
完
全
廃

絶
」
を
「
明
確
な
約
束
」
と
し
た
二
〇
〇
〇

年
の
合
意
を
議
題
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

N
P
T
と
は
、
核
軍
縮
、
核
不
拡
散
、

核
の
平
和
利
用
を
三
つ
の
柱
と
し
た
条
約

で
あ
り
、核
保
有
五
大
国
（
米
、ロ
、英
、仏
、

中
）
を
拘
束
で
き
る
条
約
で
す
。
米
ロ
は
、

依
然
と
し
て
核
抑
止
論
を
捨
て
て
い
ま
せ

ん
し
、
米
国
な
ど
で
は
、「
使
え
る
核
」
を

模
索
す
る
動
き
も
あ
り
、
核
廃
絶
へ
の
道

は
、
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
N
P
T
再
検
討
会
議
に
向

け
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、「
生
き
て
い

る
う
ち
に
核
廃
絶
を
」
と
の
被
爆
者
の
切

実
な
願
い
に
こ
た
え
、「
約
束
」
の
実
行
を

迫
り
一
日
も
早
い
核
廃
絶
を
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

長崎 平和公園

終結後集会
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札
幌
弁
護
士
会
会
長
職
も
あ
と
三
か
月
。無
事
、

三
月
三
一
日
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
る
の
み
。

　

政
権
党
の
民
主
党
、
鮮
烈
と
曖
昧
、
透
明
と
混

濁
が
入
り
交
じ
る
。「
事
業
仕
分
け
」、
国
民
に
予

算
が
見
え
る
の
は
歓
迎
す
る
が
、
や
り
方
は
「
人

民
裁
判
」
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
大
き
な
無

駄
に
は
手
を
着
け
ず
、
医
療
や
保
育
な
ど
国
民
生

活
に
直
結
す
る
も
の
は
バ
ッ
サ
リ
。
目
先
だ
け
の

判
断
で
科
学
技
術
研
究
な
ど
も
同
様
。こ
の
経
験
、

日
本
の
政
治
の
分
岐
点
と
な
る
の
か
。
民
主
主
義

の
成
熟
へ
の
第
一
歩
と
見
る
べ
き
か
。

　

バ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
し
た
辻
井
伸
行
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
圧
巻
で

し
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く
前
の
集
中
力
に
会
場
は
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
静
寂
。そ
し
て
、時
に
力
強
く
、

又
優
し
く
、
彼
が
捉
え
た
曲
の
情
景
が
浮
か
ん
で

　

運
動
（
ス
ポ
ー
ツ
）
不
足
解
消
の
た
め
に
、
毎

日
帰
宅
し
て
か
ら
、
散
歩
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
お
か
げ
さ
ま
で
、「
過
体
重
」
も
や
や
緩
和

し
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
、最
近
、平
和
運
動
（
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
）
が
、
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

て
い
る
。
日
米
安
保
五
〇
年
の
節
目
の
今
年
、
平

和
運
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

弁
護
士
に
な
り
、
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
弁

0 年
年 も
し く
します

く
る
よ
う
な
音
の
世
界
。
ピ
ア
ノ
だ
け
な
の
に
、

と
て
も
豊
か
な
音
の
色
彩
を
感
じ
、
自
然
に
涙
が

出
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い

と
い
う
と
び
き
り
の
笑
顔
に
、
彼
の
可
能
性
を
発

見
し
、
そ
れ
を
信
じ
、
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
支

え
た
父
母
や
教
師
達
の
愛
情
を
思
い
、〝
生
き
る
〞

と
は〝
生
か
さ
れ
る
〞こ
と
だ
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
「
カ
フ
ェ
」
で
す
。

　

時
間
が
あ
る
と
き
に
「
ナ
ビ
」
で
お
店
を
探
し
に

行
く
の
で
す
が
、
満
喫
し
た
い
と
き
に
は
、
一
日
に

何
軒
か
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
バ
ー
の
ハ
シ
ゴ
状

態
で
す
）。
お
店
も
、
住
宅
街
に
さ
り
げ
な
く
建
っ

て
い
た
り
、
窓
の
外
に
見
え
る
景
色
や
内
装
、
食
器

に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
ど
の
お
店
も
表
情
が
異

な
り
ま
す
。
飲
み
も
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
カ

フ
ェ
」
で
の
時
間
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
カ
フ
ェ
」

と
い
っ
て
も
、コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
は
な
く
、紅
茶
、ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
、中
国
茶
、緑
茶
ま
で
広
く
含
め
て
い
ま
す
。

弁
護
士

高た
か

崎さ
き　

　

暢と
お
る

弁
護
士高た

か

崎さ
き　

裕ゆ
う

子こ

弁
護
士日ひ

笠か
さ　

倫み
ち

子こ

弁
護
士竹た

け

中な
か　

雅ま
さ

史し

弁
護
士

竹た
け

田だ 

美み

由ゆ

紀き

弁
護
士齋さ

い

藤と
う　

　

耕こ
う

　

昨
年
か
ら
沖
縄
の
米
軍
基
地
縮
小
移
設
問
題
に

関
連
し
て
、
報
道
で
辺
野
古
の
海
を
よ
く
目
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

辺
野
古
へ
は
五
年
前
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
澄
ん
だ
美
し
い
海
を
前
に
白
い
砂
浜
の
向
こ
う

に
は
、
鉄
条
網
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
カ

ラ
フ
ル
な
布
が
は
た
め
い
て
お
り
、
平
和
主
義
を
憲

法
の
三
大
原
則
の
一つ
と
す
る
日
本
に
あ
り
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
が
配
備
さ
れ
、
立
ち
入
り
が
禁
止

さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
だ
ら
け
の
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、

基
地
の
な
い
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
な
お
私
事
で
す
が
産
休
に
入
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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事
務
局

事
務
局

　2名の新人弁護士が仲間入りし、事務局も
新鮮な気持ちでがんばっています。今年は寅
年。「張り子の虎」ではなく「鼠も虎の如し」
でチームワークよくがんばります。

　

早
い
も
の
で
、
こ
の
一
〇
月
で
三
六
歳
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
若
い
頃
は
、
三
六
歳
は
も
っ
と
大
人

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
が
な
っ
て
み
る

と
、
未
熟
さ
ば
か
り
が
目
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
四
〇
に
し
て
惑
わ
ず
」
な
ど
と
い
う
格
言
が
身

に
沁
み
た
り
し
ま
す
が
、
他
方
で
「
っ
て
こ
と
は
、

三
九
歳
ま
で
は
惑
っ
て
も
い
い
ん
だ
な
」
な
ど
と
都

合
よ
く
考
え
た
り
も
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
を
法
律
用

語
で「
反
対
解
釈
」と
い
い
ま
す
。便
利
な
言
葉
で
す
）。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
迷
わ
な
い
落
ち
着
き
と
、

必
要
な
と
き
に
し
っ
か
り
悩
む
心
の
若
さ
、
両
方

を
備
え
た
大
人
を
目
指
し
て
精
進
し
ま
す
。

　

先
日
、
昨
年
か
ら
思
い
焦
が
れ
て
い
た
自
動
車

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

遠
く
て
な
か
な
か
足
が
向
か
な
か
っ
た
場
所
に

も
想
像
以
上
に
早
く
着
け
る
の
で
、
日
頃
の
出
不

精
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
上
達
の
た
め
に

は
「
乗
り
込
み
」
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
休
日

は
、
交
通
量
の
多
い
市
内
を
巡
回
し
て
練
習
に
い

そ
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
に
冬
道
と
な
る
の
で
、

　

生
活
の
必
需
品
で
あ
っ
た
自
転
車
を
冬
場
に
乗

り
回
す
の
は
無
理
な
の
で
、
移
動
手
段
の
た
め
に

車
を
買
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
道
運
転
は
初
め

て
で
、
出
か
け
る
の
が
危
険
だ
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
車
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
い
っ
た
い

何
の
た
め
に
車
を
買
っ
た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

2 0 1
本 年
よ ろ
お願いし

　

肩
こ
り
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

元
々
首
の
ヘ
ル
ニ
ア
で
首
や
腕
が
痛
か
っ
た
の

で
す
が
、
ゴ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
整
体
師
さ
ん
の
お
か

げ
で
そ
の
痛
み
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

そ
の
整
体
師
さ
ん
に
「
す
ご
い
肩
こ
り
だ
ね
え
」

と
指
摘
さ
れ
て
か
ら
肩
こ
り
が
気
に
な
っ
て
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
（
以
前
は
自
分
が
肩
こ
り
だ
と
い
う

自
覚
が
な
か
っ
た
の
で
全
く
気
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
）。

　

肩
こ
り
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
幸
せ
だ
っ
た
の

に
…
。

護
士
登
録
後
す
ぐ
に
参
加
し
た
N
T
T
奥
村
過
労

死
訴
訟
が
解
決
（
行
政
訴
訟
は
継
続
中
）、
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
の
解
決
の
道
筋
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
満
足
の

で
き
る
結
果
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
五
年
間

闘
っ
て
き
た
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
五
年
間
の
経
験
を
さ
ら
に
生
か
し
、今
後
も
、

平
和
と
人
権
の
問
題
に
関
与
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
練
習
が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。
安
全
運

転
で
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士

島し
ま

田だ　
　

度わ
た
る

弁
護
士邨む

ら

山や
ま　

達た
つ

哉や

弁
護
士山や

ま

内う
ち　

崇た
か

史し

弁
護
士白は

く　
　

諾だ
く

貝か
い
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私
は
、宮
城
県
名
取
市
（
仙
台
市
の
南
隣
）

に
生
ま
れ
育
ち
、
東
北
大
学
法
学
部
、
東

北
学
院
大
学
法
科
大
学
院
と
、
地
元
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
司
法
修
習
を
機
に

初
め
て
故
郷
を
離
れ
、
札
幌
に
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
司
法
修
習
終
了
後
は
故
郷
に

戻
り
、
仙
台
で
の
登
録
を
と
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
札
幌
の
弁
護
士
の
先
生
方
が

非
常
に
熱
心
に
、
そ
し
て
温
か
く
指
導
し

て
下
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ぜ
ひ
札
幌
で

弁
護
士
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
希
望

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
札
幌
は
非
常

に
暮
ら
し
や
す
く
、
素
晴
ら
し
い
街
で
す

の
で
、
今
で
は
札
幌
を
第
二
の
故
郷
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
弁
護
士
を
志
し
た
の
は
、
抽
象
的

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
時
代
、
近
隣
住

民
同
士
の
紛
争
や
、
知
人
や
家
族
の
抱
え

る
労
働
条
件
の
悩
み
等
を
見
聞
き
す
る
中

で
、
自
分
が
大
学
で
学
ん
で
い
る
、
紛
争

を
解
決
し
た
り
権
利
を
守
っ
た
り
す
る
べ

き
法
律
と
い
う
も
の
が
、
実
際
に
は
機
能

し
て
い
な
い
と
感
じ
、
ま
た
、
法
律
を
用

い
て
市
民
の
権
利
を
守
る
べ
き
弁
護
士
が
、

一
般
に
生
活
し
て
い
る
人
々
か
ら
は
非
常

に
遠
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
か

ら
で
す
。

　

少
し
で
も
弁
護
士
と
い
う
も
の
を
身
近

な
存
在
に
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
問
題
を

解
決
し
、
守
ら
れ
る
べ
き
権
利
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
司
法
試

験
を
受
験
し
、
幸
運
に
も
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

経
験
豊
か
な
先
輩
弁
護
士
が
多
数
所
属

し
、
社
会
的
な
問
題
を
含
め
、
多
様
な
法

律
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
当
事
務
所
の

一
員
と
し
て
、
弁
護
士
の
道
を
踏
み
出
せ

る
こ
と
に
大
き
な
希
望
と
責
任
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
浅
く
、
未
熟
で
は
あ

り
ま
す
が
、
日
々
努
力
し
、
少
し
で
も
困

難
に
直
面
し
て
い
る
方
の
力
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

若
き
弁
護
士
へ

弁
護
士　

高
崎　
　

暢

～ 新人弁護士ごあいさつ～

弁護士

大
おお

友
とも

　淳
じゅん

子
こ

NEW FACE
◆　◆　◆

よろしくお願いします
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大
友
淳
子
弁
護
士
、
菅
原
仁
人
弁
護

士
、
お
ふ
た
り
の
入
所
を
心
か
ら
歓
迎

す
る
。

　

事
務
所
が
、
同
時
に
複
数
の
新
人
弁

護
士
を
迎
え
る
の
は
五
年
ぶ
り
。
新
人

弁
護
士
の
入
所
は
、
法
律
事
務
所
の
雰

囲
気
を
変
え
る
。
新
人
弁
護
士
が
も
つ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
が
、
先
輩
弁
護
士
や
職

員
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
さ
せ
、
心
地
よ

い
刺
激
を
与
え
る
か
ら
だ
。

　

お
二
人
が
、
弁
護
士
と
し
て
、
大
き

な
夢
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い

た
。
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
日
々

努
力
を
重
ね
て
欲
し
い
。

　

今
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
、
最
低

限
度
の
人
間
ら
し
い
生
活
す
ら
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
弁
護
士
と
し
て
、
一
人

の
人
間
と
し
て
、
そ
の
問
題
に
目
を
そ

ら
す
こ
と
な
く
向
き
合
っ
て
欲
し
い
。

　

さ
ら
に
、
そ
こ
に
踏
み
と
ど
ま
る
の

で
は
な
く
、
時
代
の
流
れ
の
本
質
を
見

抜
き
、
身
を
挺
し
て
流
れ
に
抗
う
、
洞

察
力
と
信
念
、
情
熱
と
行
動
力
を
持
っ

た
弁
護
士
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　

お
二
人
は
、
そ
れ
を
体
現
で
き
る
能
力

と
行
動
力
、
理
性
と
情
熱
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
同
期

の
弁
護
士
と
し
て
、
お
互
い
が

良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切

磋
琢
磨
し
、
大
き
く
羽
ば

た
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

弁護士

菅
すが

原
わら

　仁
まさ

人
と

　

こ
の
度
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
で
弁
護

士
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
司
法
修
習
で
札
幌
に
配
属
さ
れ
る

ま
で
の
三
〇
年
間
ず
っ
と
東
京
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
。

　

札
幌
に
来
る
の
は
高
校
時
代
の
夏
休
み
に

北
海
道
に
遊
び
に
来
て
以
来
で
す
。
そ
の
当

時
は
旅
行
者
と
し
て
北
海
道
の
自
然
や
夏
の

涼
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
〇
年
以

上
も
経
っ
た
後
に
札
幌
で
生
活
す
る
こ
と
に
な

る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

修
習
生
活
を
通
じ
、
あ
ら
た
め
て
東
京
と

は
違
う
北
海
道
の
自
然
の
豊
か
さ
や
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
（
更
に
加
え
る
と
、
食
事
の
美
味

し
さ
、ス
ギ
花
粉
が
飛
ば
な
い
こ
と
）、そ
し
て
、

人
の
温
か
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
は
弁
護
士
と
し
て
、
北
海
道
で
生
活
す
る

人
た
ち
の
た
め
に
働
き
た
い
！！
」
と
強
く
思
う

に
至
り
ま
し
た
。

　

私
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
時
代
、
薬
害
肝
炎
の
被

害
者
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

弁
護
士
に
な
っ
た
後
も
法
的
救
済
が
及
ば
な
い

人
達
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

た
か
さ
き
法
律
事
務
所
は
、
労
働
者
や
社
会

的
弱
者
の
人
権
を
重
視
し
、
市
民
の
権
利
を
守

る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
事
務
所
の
一
員
と
し
て
北
海
道

で
生
活
す
る
人
達
の
暮
ら
し
を
法
律
の
面
か
ら

支
え
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
人
々
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
お
年
寄
り
や
お
金
の

な
い
方
で
あ
っ
て
も
な
に
不
自
由
無
く
日
々
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
社
会
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
は
と
て
も
広
い
で
す
が
、
困
っ
て
い

る
方
が
い
ら
し
た
ら
ど
ん
な
に
遠
い
場
所
で
あ

ろ
う
と
も
直
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
、
そ
ん
な
弁
護

士
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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昨
年
一
一
月
二
一
日
、「
過
労
死
・
過
労
自

殺
一
一
〇
番
」電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
海
道
過
労
死
問
題
研
究
会
が
、

働
く
人
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
働
き
過
ぎ
で
命
や
健
康
を
失
っ
た
人
、

失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
を

対
象
に
、
毎
年
二
回
、
父
の
日
と
勤
労
感
謝

の
日
の
前
に
、
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
て

お
り
、
弁
護
士
の
他
、
医
師
、
社
会
保
険
労

務
士
ら
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

第
四
五
回
と
な
る
今
回
は
、
三
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
、
不
況
が
長
引
く
中
、
企
業
で

働
く
人
が
減
ら
さ
れ
る
中
で
の
過
酷
な
働
き

ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ほ
か
、
過
酷
な
職

場
で
働
く
人
の
心
も
す
さ
み
、
い
じ
め
や
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
精
神
疾
患
に
な
っ
た
人
が

少
な
く
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

相
談
数
は
例
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
が
、

労
災
申
請
数
は
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

自
殺
者
数
は
一
一
年
連
続
で
三
万
人
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
働
き
過
ぎ
で
命
や

健
康
を
失
っ
た
人
、
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人

の
数
が
減
少
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
不
況

が
長
引
き
、リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
心
配
か
ら
、「
働

け
る
だ
け
マ
シ
」
と
い
っ
た
意
識
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
過
労
死
問
題
研
究
会
な
ど

を
含
め
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
防
止
に
む

け
た
活
動
が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、

相
談
数
が
減
少
し
た
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
過
労
死
問
題
研
究
会
は
、
弁
護
士
、

医
師
、
社
会
保
険
労
務
士
、
学
者
、
保
健
師
、

新
聞
記
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
定
期
的

に
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
過
労
死
・

弁
護
士  

竹
田
美
由
紀

第四五回

過
労
自
殺
一一
〇
番
」
の
後
に
開
催
さ
れ
た
研

究
会
で
は
、
川
島
医
師
を
講
師
と
す
る
「
突

然
死
」
に
関
す
る
学
習
会
と
山
内
弁
護
士
か

ら
は
携
帯
電
話
販
売
店
店
長
の
事
例
報
告
が

な
さ
れ
、活
発
な
意
見
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
と
い
っ
た

哀
し
い
事
件
が
一
つ
で
も
起
き
な
い
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
過
労
死
一
一
〇
番
」
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　労働環境の急激な変化などにより、業務の集
中化や職場でのいじめ（いわゆるパワハラ）な
どに関する相談が増えています。これに対応す
る形で、昨年、精神障害等に係る労災認定のた
めの判断指針である「職場における心理的負荷
評価表」が改正され、従来の評価表では評価対
象となっていなかった事項が新たに12項目追加
され、7項目については内容が修正されました。
　具体的には、職場における「ひどい嫌がらせ、
いじめ、又は暴行を受けた」が追加され、心理
的負荷の強度が再強度とされるⅢと評価される
ことになったほか、「達成困難なノルマが課され
た」（強度Ⅱ）、「複数名担当業務を一人で担当す
るようになった」（強度Ⅱ）などが追加されると
ともに、既存の項目である「部下とのトラブル
があった」の心理的負荷強度がⅠからⅡに引き
上げられるなどの修正が行われたのです。
　以上のような見直しは、これまで労災申請に

よる救済が困難
だった方に新た
な可能性を見出
したことを意味し
ます。

　

A
氏
は
、
通
信
機
器
販
売
等
を
行
な
う
会

社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
社
が
携
帯

電
話
販
売
店
の
経
営
と
い
う
新
規
事
業
を
立

ち
上
げ
た
の
を
機
に
、
異
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

新
た
な
未
知
の
勤
務
地
に
お
い
て
、
販
売
店

店
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
店
長
就
任
に
伴
い
、

A
氏
は
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
に
追
わ
れ
た
う

あ
る
携
帯
電
話
販
売
店
店
長
の
事
例

弁
護
士  

山
内　

崇
史

労災基準の
　　改定について

弁護士  白　諾貝

え
、
会
社
か
ら
は
機
種
変
更
・
新
規
顧
客
獲

得
に
過
大
な
ノ
ル
マ
を
課
せ
ら
れ
、
ノ
ル
マ
達

成
に
強
い
圧
力
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
A
氏
の
労
働
時
間
は
飛
躍
的
に
増
加

し
、
店
長
へ
就
任
し
た
月
の
翌
月
の
中
旬
ま

で
、
一
日
も
休
日
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
間
外
労
働
時
間
は
、
就
任
月
及

び
翌
月
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
六
五
時
間
、
約

一
二
〇
時
間
、
そ
れ
以
降
の
月
も
約
八
〇
時
間

に
も
及
び
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
A
氏
は
う

つ
病
に
り
患
し
、
就
労
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

A
氏
の
労
災
申
請
に
対
し
、
労
働
基
準

監
督
署
は
、
う
つ
病
発
症
は
業
務
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

業
務
起
因
性
を
認
め
ま
し
た
。

研
究
会
報
告
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●File1●
奥
村
過
労
死
労
災
認
定
訴
訟

勝
訴
判
決
報
告

弁
護
士  

日
笠　

倫
子

　

N
T
T
東
日
本
に
勤
務
し
て
い
た
奥
村
喜
勝

さ
ん
に
は
心
臓
に
持
病
が
あ
り
、
時
間
外
労
働

や
宿
泊
を
伴
う
出
張
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
N
T
T
は
、
奥
村
さ
ん
に
対
し
、
リ

ス
ト
ラ
計
画
に
伴
い
雇
用
形
態
の
変
更
・
選
択

を
迫
っ
た
上
、
長
期
間
の
宿
泊
を
伴
う
研
修
を

強
い
、
そ
の
結
果
、
奥
村
さ
ん
は
急
性
心
筋
虚

血
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

奥
村
さ
ん
の
死
亡
は「
労
災
」で
あ
る
と
し
て
、

労
災
申
請
を
し
ま
し
た
が
、
労
働
基
準
監
督
署

長
は
、
申
請
を
却
下
し
ま
し
た
。
こ
の
申
請
を

認
め
る
よ
う
求
め
た
の
が
今
回
の
訴
訟
で
す
。

　

昨
年
一
一
月
一
二
日
、
札
幌
地
方
裁
判
所
は

労
働
基
準
監
督
署
の
却
下
処
分
を
取
り
消
す

（
労
災
と
し
て
認
定
す
る
）
判
決
を
言
い
渡
し

ま
し
た
。

　

す
で
に
、
N
T
T
に
対
し
て
そ
の
責
任
を
問

う
民
事
訴
訟
で
は
、
会
社
の
安
全
配
慮
義
務
違

反
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
訴
訟
は

国
に
対
し
奥
村
さ
ん
の
死
が
業
務
に
起
因
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
す
。

過
労
死
の
場
合
、
一
か
月
あ
た
り
の
時
間
外
労

働
が
八
〇
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
労
災
認
定
の

最
も
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
が
、
奥
村
さ
ん

の
場
合
、
業
務
自
体
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め

●File2●
萬
世
閣
事
件弁

護
士  

齋
藤　
　

耕

　

ホ
テ
ル
経
営
で
有
名
な
萬
世
閣
グ
ル
ー
プ

で
、
三
六
協
定
を
締
結
し
な
い
ま
ま
時
間
外
労

働
を
命
じ
、
か
つ
、
残
業
代
を
一
切
支
払
わ
な

い
な
ど
労
働
基
準
法
違
反
の
労
務
管
理
が
一
〇

年
以
上
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
や
ワ
ン
マ
ン
社

長
の
す
さ
ま
じ
い
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
、
従
業
員

の
方
た
ち
が
怒
り
の
声
を
上
げ
、「
職
場
に
労

働
の
ル
ー
ル
」
を
実
現
す
る
た
め
労
働
組
合
を

結
成
し
て
か
ら
、
一
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
未
払
の
残
業
代
の
支
払
い
を
求
め

る
等
の
裁
判
が
、
札
幌
地
裁
に
合
計
八
件
（
今

後
も
提
訴
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）、
労
働
委

員
会
に
不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
立
が
な
さ
れ

る
な
ど
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
闘
い
は
、
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
闘
い
を
支
え

る
た
め
、地
元
（
洞
爺
湖
町
、登
別
市
、室
蘭
市
、

伊
達
市
）
で
支
援
す
る
会
が
結
成
さ
れ
、
本
年

一
〇
月
、
支
援
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
も
、
会
社
側
は
、
そ
の
非

を
一
切
認
め
る
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
、
従
業

員
ら
の
請
求
を
不
当
請
求
で
あ
る
と
開
き
直
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
会
社
が
タ
イ
ム
カ
ー
ド
す
ら
導

入
し
て
い
な
い
ず
さ
ん
な
労
務
管
理
の
た
め
、

弁
護
団
は
、
労
働
実
態
か
ら
確
実
な
時
間
を
計

算
し
て
請
求
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
姿
勢
は
、労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、「
職

場
に
労
働
の
ル
ー
ル
」
の
実
現
を
求
め
る
多
く
の

声
を
無
視
し
、
労
働
基
準
法
違
反
の
実
態
を
正

当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
到
底
許
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

組
合
員
の
皆
さ

ん
は
、
厳
し
い
闘

い
を
強
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

時
間
外
労
働
時
間
自
体
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
札
幌
地
裁
は
、
五
〇
歳

以
上
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
雇
用
選
択
・
配
置

転
換
に
よ
る
心
身
の
ス
ト
レ
ス
に
着
目
し
て
、

業
務
起
因
性
を
認
め
た
も
の
で
す
。

　

国
側
は
、
不
当
に
も
控
訴
し
ま
し
た
。
高
裁

で
の
闘
い
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

奥村過労死　勝訴判決報告会

支援を訴える原告ら
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会
社
が
残
業
代
を
支
払
っ
て
く
れ
な
い
、

理
由
も
な
く
解
雇
さ
れ
た
な
ど
労
働
問
題
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、多
く
の
方
が
口
に
さ
れ
る
こ
と
が
「
裁

判
っ
て
何
年
も
か
か
る
ん
で
し
ょ
？
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

裁
判
を
起
こ
し
た
ら
必
ず
何
年
も
か
か
る

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方

が
抱
い
て
い
る
「
裁
判
は
時
間
が
か
か
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
間
違
い
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
私
が
担
当
し
て
い
る
解
雇

事
件
の
中
に
も
三
年
以
上
争
っ
て
い
る
事
件

が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
泣
き
寝
入

り
を
し
よ
う
と
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
労
働

問
題
で
あ
れ
ば
「
労
働
審
判
」
と
い
う
手
続

き
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
短
期

間
で
解
決
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
労
働
審
判
手
続
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
原
則
と
し
て
三
回
以
内
の
期
日
で
結
論
を

出
す
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
私
が
担
当

し
た
事
件
の
中
に
も
相
談
を
お
受
け
し
て
か

ら
四
か
月
で
未
払
い
の
残
業
代
を
払
っ
て
も

ら
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
五
か
月
で
解
雇
を
撤
回

　

昨
年
一
一
月
三
〇
日
、
肝
炎
対
策
基
本
法
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

同
法
は
、
B
型
肝
炎
の
感
染
拡
大
に
つ
き
国

に
責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
肝

炎
対
策
を
恒
久
的
に
行
う
こ
と
を
定
め
て
お

り
、
こ
れ
自
体
は
一
歩
前
進
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
他
方
で
、
同
法
は
、
一
般
的
な
肝
炎

対
策
を
定
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
ず

真
っ
先
に
な
す
べ
き
で
あ
る
予
防
接
種
回
し
打

ち
に
よ
る
感
染
被
害
者
の
被
害
回
復
措
置
に
つ

い
て
は
何
も
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
被
害
回
復
措
置
に
つ
い
て
お
茶
を

濁
し
つ
つ
、
こ
の
肝
炎
対
策
基
本
法
成
立
を

も
っ
て
幕
引
き
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
す

ら
う
か
が
え
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
で
は
と
も
す
れ
ば

「
肝
炎
問
題
は
こ
れ
で
解
決
」
と
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ

か
ら
が
本
番
な
の
で
す
。

　

肝
炎
対
策
基
本
法
を
、
真
の
被
害
回
復
の
た

め
の
一
里
塚
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
幕
引
き

の
道
具
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
は
、
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
の
訴
訟
進
行
と
そ
れ
を
後
押
し
す
る

国
民
の
声
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
B
型
肝
炎
訴
訟
に
一
層
の
ご

支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
せ
復
職
を
実
現
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

労
働
問
題
を
抱
え
て
い
る
当
事
者
の
方
か
ら

す
れ
ば
そ
れ
で
も
遅
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
通
常
の
裁
判
に
比
べ
た
ら
格
段

に
早
い
解
決
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
審
判
は
原
則
と
し
て
三
回
ま
で
の
期

日
で
結
論
を
出
す
と
い
う
回
数
制
限
が
あ
る

た
め
に
あ
ま
り
複
雑
な
事
案
は
扱
え
な
い
と

い
う
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、
労
働
問
題
の
解

決
方
法
の
一
つ
と
し
て
の
意
味
は
大
き
い
と

言
え
ま
す
。

●File3●
B
型
肝
炎
訴
訟
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
！

弁
護
士  

島
田　
　

度

労
働
審
判
を
活
用
し
よ
う

弁
護
士  

邨
山　

達
哉

最高裁HPより
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編
集
後
記

　

新
年
号
は
、
当
事
務
所
が
取
り
組
ん
で
い
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
更
に
一
歩
を
踏
み
出
す
大
事
な

年
に
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
お
届
け
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
記
）

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

　

五
年
七
か
月
間
、
勤
務

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
新

た
な
道
へ
進
む
た
め
退
職

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

入
所
し
た
頃
は
、
が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事
を
こ
な

し
、
今
思
い
返
す
と
あ
っ
と
い
う
間
に
年
月
が

過
ぎ
た
気
が
し
ま
す
。
社
会
的
問
題
か
ら
身
近

な
法
律
問
題
と
幅
広
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
、
人
間
的
に
大
き
く
成

長
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
方
は
じ
め
、

事
務
局
の
方
々
、
支
え
て
頂
き
ま
し
た
み
な
さ

ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
留
美
子

URL：http://www.law-takasaki.com

　昨年10月15日、ホームページを開設
いたしました。
　皆さまのお役に立つ情報も適宜更新の
うえ発信していきたいと考えています。 日

弁
連
事
務
員
サ
テ
ラ
イ
ト
研
修

の
講
師
を
し
て

　

昨
年
一
二
月
一
六
日
、
日
弁
連
会
館
ク
レ

オ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
日
弁
連
主
催
の
全

国
事
務
職
員
サ
テ
ラ
イ
ト
研
修
（
衛
星
通
信

を
利
用
し
て
の
研
修
）
の
講
師
を
初
め
て
経

験
し
ま
し
た
。
今
春
に
は
法
律
事
務
員
に

な
っ
て
三
一
年
目
に
な
ろ
う
と
す
る
私
で
す

が
、
私
が
就
職
し
た
三
〇
年
前
は
今
回
の
よ

う
な
通
信
衛
星
を
使
っ
た
大
規
模
な
研
修
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
務
職
員
能
力
向
上

に
対
す
る
要
請
の
高
ま
り
と
通
信
技
術
の
進

歩
を
実
感
す
る
、
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

事
務
局
長　

池
田　
　

滋

新
六
十
三
期
司
法
修
習
生
の
あ
い
さ
つ

　

昨
年
の
一
一
月

二
七
日
か
ら
の
二
か

月
の
間
、
竹
中
弁
護

士
の
も
と
で
修
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
開
始
し
て
、

自
分
の
未
熟
さ
に
反
省
し
て
い
る
日
々
で

す
。
し
か
し
、
若
い
時
期
の
失
敗
は
後
の

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
法

曹
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

る
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
・

事
務
員
の
方
々
に
、
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
充
実
し
た
弁
護
修
習
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

野
田　

晃
弘

ホームページのご紹介
☆コンテンツ☆
取扱分野／法律相談の流れ／弁護士紹
介／弁護士費用／アクセス
☆リンク先☆
・北海道過労死問題研究会
・たかさき法律事務所九条の会
・サービス残業オンブズマン
☆プラテーア☆

ホームページ開設の
お知らせ
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